
●場所：特別展「暮らしの感覚展」会場（美術館2階）

●定員：20名程度（どなたでも）

●申込み：電話、FAX、メールにて先着順に受け付けます。

※定員に達していない場合は、引き続き募集します。

●情報保障：ヒアリング・ループ，要約筆記
　　　　　　※ご希望の方はお問い合わせ下さい。
　　　　　　　（要約筆記をご希望の方については７月２日 [土 ]までに）

心のいろをうちあけて
「暮らしの感覚」展
オープニング交流アクティビティ

7月 16日［土］14:00～ 16:00

要申込

要観覧券

参加者のみなさんと一緒に暮らしの感覚展を鑑賞します。その後、展示室内にある
交流コーナーで活動します。色えんぴつを使って「毎日お弁当をつくってくれて、
ありがとう」や「お気に入りのお皿を割って、ごめんね」などの気持ちを、色や形
で表現してみます。きっとたくさんの「心のいろ」と出会うことができるでしょう。
※はじめに少し色えんぴつの塗り方の練習をします。

案内役：竹内利夫（上席学芸員），亀井幸子（係長）

徳島県立近代美術館
〒770―8070
徳島市八万町向寺山 文化の森総合公園
電話：088―668―1088
FAX：088―668―7198
メール：art_e@mt.tokushima-ec.ed.jp
http://www.art.tokushima-ec.ed.jp

【「ヒアリング・ループ」ってなに？】
別称：磁気ループ
　難聴者の聞こえを支援する機器のことです。
　音を電気信号に変え、アンテナを通して、
磁気コイル付きの補聴器・受信機・人工内耳に、
直接届ける仕組みとなっています。
（アンテナループ内で、補聴器具等を T マーク
に切り替えることで、音を拾うことができる
ようになります。）

●締切：平成28年 7月 9日［土］

申込みに必要な情報は以下の通りです。
①氏名（ふりがな）
②メールアドレス
③当日連絡できる携帯電話番号など
④障がいの有無や情報保障のサポートの方法、
　この企画で楽しみにしていることなどがあれば、教えてください。

交流コーナーには、ヒアリング・ループを設置する予定です。
人工内耳や補聴器を装用している方にもやさしいスペースをつくります。


